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納
付
義
務
の
承
継

（
１
）
承
継
の
意
義

納
付
命
令
を
発
す
る
前
に
義
務
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
あ
る
い
は
納
付
命
令
を
発
し
た
後
に
義
務
者
が

死
亡
し
た
場
合
、
代
執
行
費
用
の
徴
収
手
続
に
つ
い

て
特
別
の
定
め
が
あ
り
ま
す
。

特
別
の
定
め
と
は
、
地
方
自
治
法
第
２
３
１
条
の

３
第
３
項
に
よ
り（

（
（

そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
地

方
税
法
第
９
条
で
す
。
同
条
は
、
被
相
続
人
に
課
さ

れ
る
べ
き
、
ま
た
は
被
相
続
人
が
納
付
し
、
若
し
く

は
納
入
す
べ
き
地
方
団
体
の
徴
収
金
は
、
相
続
人
が

そ
の
納
付
義
務
を
承
継
す
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

【
地
方
自
治
法
第
２
３
１
条
の
３
】

３　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
分
担
金
、
加

入
金
、
過
料
、
法
律
で
定
め
る
使
用
料
そ
の
他

の
普
通
地
方
公
共
団
体
の
歳
入
に
つ
き
第
１
項

の
規
定
に
よ
る
督
促
を
受
け
た
者
が
同
項
の
規

定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
そ
の
納
付

す
べ
き
金
額
を
納
付
し
な
い
と
き
は
、
当
該
歳

入
並
び
に
当
該
歳
入
に
係
る
前
項
の
手
数
料
及

び
延
滞
金
に
つ
い
て
、
地
方
税
の
滞
納
処
分
の

例
に
よ
り
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
け
る
こ
れ
ら
の
徴
収
金
の
先
取
特
権
の
順

位
は
、国
税
及
び
地
方
税
に
次
ぐ
も
の
と
す
る
。

【
地
方
税
法
】

（
相
続
に
よ
る
納
税
義
務
の
承
継
）

第
９
条 　

相
続
（
包
括
遺
贈
を
含
む
。
以
下
本

章
に
お
い
て
同
じ
。）
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、

そ
の
相
続
人
（
包
括
受
遺
者
を
含
む
。
以
下
本

章
に
お
い
て
同
じ
。）
又
は
民
法 

（
明
治
29
年

法
律
第
89
号
）
第
９
５
１
条
の
法
人
は
、
被
相

続
人
（
包
括
遺
贈
者
を
含
む
。
以
下
本
章
に
お

い
て
同
じ
。）
に
課
さ
れ
る
べ
き
、
又
は
被
相

続
人
が
納
付
し
、
若
し
く
は
納
入
す
べ
き
地
方

団
体
の
徴
収
金
（
以
下
本
章
に
お
い
て
「
被
相

続
人
の
地
方
団
体
の
徴
収
金
」
と
い
う
。）
を

納
付
し
、
又
は
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〜公共政策立案に必要な法的知識の修得を目指して〜
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連
載

今
回
の
ポ
イ
ン
ト

前
回
に
引
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続
き
、
代
執
行
費
用
の
徴
収
手
続
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
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た
だ
し
、
限
定
承
認
を
し
た
相
続
人
は
、
相
続

に
よ
つ
て
得
た
財
産
を
限
度
と
す
る
。

２　

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
相
続
人
が
２
人
以

上
あ
る
と
き
は
、
各
相
続
人
は
、
被
相
続
人
の

地
方
団
体
の
徴
収
金
を
民
法
第
９
０
０
条
か
ら

第
９
０
２
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
そ
の
相
続
分

に
よ
り
あ
ん
分
し
て
計
算
し
た
額
を
納
付
し
、

又
は
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
う
ち
、「
被
相
続
人
に
課
さ
れ
る
べ
き
徴
収

金
」
と
は
、
相
続
開
始
時
に
お
い
て
、
被
相
続
人
に

お
い
て
既
に
抽
象
的
に
は
納
付
義
務
は
成
立
し
て
い

る
が
、
未
だ
納
付
命
令
に
よ
り
納
付
義
務
が
具
体
的

に
確
定
し
て
い
な
い
も
の
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

ま
た
、「
被
相
続
人
が
納
付
し
、
若
し
く
は
納
入
す
べ

き
地
方
団
体
の
徴
収
金
」
と
は
、
相
続
開
始
時
に
お

い
て
被
相
続
人
に
つ
き
納
付
命
令
が
発
せ
ら
れ
、
具

体
的
納
付
義
務
が
確
定
し
て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

納
付
義
務
が
承
継
さ
れ
た
こ
と
を
通
知
す
る
納
付

義
務
承
継
通
知
に
つ
い
て
は
、
法
令
上
の
根
拠
は
な

い
の
で
す
が
、
こ
れ
を
相
続
人
に
送
付
す
る
と
い
う

実
務
上
の
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
納
付
義
務
承
継
通
知
は
、
地
方
税
法
第
９

条
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
承
継
す
べ
き
額
に
つ
い

て
の
通
知
に
す
ぎ
な
い
も
の
な
の
で
、
処
分
に
当
た

ら
ず
、
行
政
不
服
審
査
法
第
82
条
、
行
政
事
件
訴
訟

法
第
46
条
に
定
め
る
教
示
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

納
付
義
務
承
継
通
知
の
一
例
を
示
す
と
次
頁
の
と

お
り
で
す
。

未
だ
確
定
さ
れ
て
い
な
い
納
付
義
務
に
つ
い
て

は
、
承
継
者
に
対
し
て
、
納
付
命
令
に
よ
り
具
体
的

に
確
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
納
付

義
務
承
継
通
知
だ
け
で
は
な
く
、
各

相
続
人
に
対
し
、
納
付
義
務
に
応
じ

た
納
付
命
令
に
つ
い
て
も
同
時
に
発

し
、
以
後
の
徴
収
手
続
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
点
は

注
意
が
必
要
で
す
。

被
相
続
人
に
係
る
納
付
義
務
を
承

継
す
る
者
は
、
相
続
人
（
包
括
受
遺

者
を
含
む
。
以
下
同
じ
）
又
は
相
続

財
産
法
人
で
す
。
こ
の
う
ち
、「
相
続

人
」
と
は
、
民
法
第
８
８
７
条
か
ら

第
８
９
０
条
ま
で
に
定
め
る
者
を
い

い
ま
す
。
ま
た
、「
包
括
受
遺
者
」
と

は
、
包
括
遺
贈
を
受
け
る
者
を
い
い

ま
す
。
包
括
遺
贈
と
は
財
産
を
特
定

せ
ず
に
財
産
の
一
定
割
合
を
も
っ
て

行
わ
れ
る
遺
贈
（
＝
遺
言
に
よ
る
遺

産
の
処
分
）
の
こ
と
で
す
（
民
法
第

９
６
４
条
）。
こ
の
よ
う
に
、
包
括
受

遺
者
は
遺
産
の
上
に
一
定
の
割
合
の

権
利
を
持
つ
点
で
相
続
人
と
類
似
す

る
た
め
、
相
続
人
と
同
一
の
権
利
義

務
を
有
し
ま
す
（
民
法
第
９
９
０
条
）。「
相
続
人
と

同
一
の
権
利
義
務
を
有
」
す
る
と
は
、
相
続
人
と
同

様
に
積
極
財
産
の
ほ
か
、
消
極
財
産
で
あ
る
債
務
も

承
継
し
、
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
相
続
の
放
棄
、
限
定

承
認
な
ど
の
規
定
（
＝
民
法
第
８
９
６
条
か
ら
第

【被相続人に課されるべき代執行費用の徴収手続】 具体的納付義務
の確定

 代執行       義務者死亡       納付義務承継通知及び納付命令

＝

納付義務の承継 

【被相続人が納付し、または納入すべき代執行費用の徴収手続】

具体的納付義務の確定

代執行       納付命令 義務者死亡       納付義務承継通知

＝

納付義務の承継 
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（
相
続
の
放
棄
の
効
力
）

第
９
３
９
条　

相
続
の
放
棄
を
し
た
者
は
、
そ
の

相
続
に
関
し
て
は
、
初
め
か
ら
相
続
人
と
な
ら

な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
限
定
承
認
）

第
９
２
２
条　

相
続
人
は
、
相
続
に
よ
っ
て
得
た

財
産
の
限
度
に
お
い
て
の
み
被
相
続
人
の
債
務

及
び
遺
贈
を
弁
済
す
べ
き
こ
と
を
留
保
し
て
、

相
続
の
承
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
共
同
相
続
人
の
限
定
承
認
）

第
９
２
３
条　

相
続
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
限

定
承
認
は
、
共
同
相
続
人
の
全
員
が
共
同
し
て

の
み
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
限
定
承
認
の
方
式
）

第
９
２
４
条　

相
続
人
は
、
限
定
承
認
を
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
第
９
１
５
条
第
１
項
の
期
間

内
に
、
相
続
財
産
の
目
録
を
作
成
し
て
家
庭
裁

判
所
に
提
出
し
、
限
定
承
認
を
す
る
旨
を
申
述

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
「
相
続
財
産
法
人
」
に
つ
い
て
で
す
。
相
続

財
産
法
人
と
は
、
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

な
い
場
合
、
相
続
人
が
一
人
も
い
な
い
場
合
、
相
続

人
全
員
が
相
続
放
棄
を
し
た
場
合
な
ど
に
相
続
財
産

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
法
人
を
い
い
ま
す
。

こ
の
相
続
財
産
法
人
で
す
が
、
相
続
財
産
自
体
を

８
９
９
条
ま
で
及
び
第
９
０
６
条
か
ら
第
９
４
０
条

ま
で
）
が
準
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
相
続
欠
格
者
で

な
い
限
り
、
相
続
人
を
含
め
、
誰
で
も
包
括
受
遺
者

と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

右
の
よ
う
な
納
付
義
務
の
承
継
に
当
た
っ
て
は
、

相
続
放
棄
及
び
限
定
承
認（

（
（

の
有
無
に
つ
い
て
調
査
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
相
続
の
放
棄
、
限
定
承
認
の

申
述
受
理
の
有
無
等
に
つ
い
て
は
、
死
亡
者
の
最
後

の
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判
所
に
対
し
て
照
会

を
し
ま
す（

（
（

。

【
民
法
】

（
相
続
の
放
棄
の
方
式
）

第
９
３
８
条　

相
続
の
放
棄
を
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
そ
の
旨
を
家
庭
裁
判
所
に
申
述
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

【納付義務承継通知書の例】

令和□年□月□日

納 付 義 務 承 継 通 知 書

様

□□市長 □□□□㊞

あなたは、地方公共団体の歳入について定めた地方自治法第２３１条の３第３

項によりその例によることとされる地方税法第９条の規定により、次に掲げる者の

相続人として、被相続人に課されるべき額のうち、下記の算定根拠に基づいて算出  
された額（承継額）の納付の義務を負うことになりましたので通知します。

なお、相続によって得た財産の価額がその承継納付義務額を超えている場合に

は、地方税法第９条第３項の規定により、その超える価額を限度として他の相続

人の承継納付義務額についても納付責任があります。

被相続人 住 所  
氏 名

あなたが納付すべき額（承継額） □□□□円

被相続人に課

されるべき額

□□□□円 ①実際に要した費用 □□□□円

□□市□□町□□番□の土地上に存し

ていた違法建築物を除却するため､本市が

その委託先に支払った額（□□□□円）

承継額（被相続人に課され

るべき額のうちあなたの

納付額）

□□□円 被相続人に課されるべき額の

うち法定相続分です（百円未

満は切り捨て）。

［問合せ先］

□□市□区□町一丁目１番１号

□□市建築指導課

TEL×××（×××）××××

※北村喜宣＝須藤陽子＝中原茂樹＝宇那木正寛『行政代執行の理論と実践』（ぎょうせい、2015）262･263 頁の図から一部変更し転載
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法
人
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
相
続
財
産
の
管
理
及

び
清
算
を
目
的
と
し
て
特
に
手
続
や
公
示
を
必
要
と

す
る
こ
と
な
く
当
然
に
成
立
す
る
も
の
で
す
。

【
民
法
】

（
相
続
財
産
法
人
の
成
立
）

第
９
５
１
条　

相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

な
い
と
き
は
、
相
続
財
産
は
、
法
人
と
す
る
。

相
続
財
産
が
成
立
す
る
と
、
家
庭
裁
判
所
は
、
利

害
関
係
人
又
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
り
、
相
続
財
産

管
理
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
民
法
】

（
相
続
財
産
の
管
理
人
の
選
任
）

第
９
５
２
条　

前
条
の
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所

は
、
利
害
関
係
人
又
は
検
察
官
の
請
求
に
よ
っ

て
、
相
続
財
産
の
管
理
人
を
選
任
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２　

前
項
の
規
定
に
よ
り
相
続
財
産
の
管
理
人
を

選
任
し
た
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
遅
滞
な

く
こ
れ
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
治
体
は
、
相
続
財
産
法
人
に
対
し
代
執
行
費
用

請
求
権
を
有
し
て
い
れ
ば
、
利
害
関
係
人（

（
（

と
し
て
、

相
続
財
産
管
理
人
選
任
の
申
立
て
を
行
い
、
選
任
さ

れ
た
相
続
財
産
管
理
人
に
対
し
、
徴
収
手
続
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

選
任
さ
れ
た
相
続
財
産
管
理
人
は
、
相
続
債
権
者

に
対
し
、
一
定
の
期
間
内
に
請
求
の
申
出
を
す
べ
き

旨
を
公
告
し
（
民
法
第
９
５
７
条
）、
申
出
の
あ
っ

た
債
権
者
に
対
し
て
配
当
を
行
い
ま
す
。

【
民
法
】

（
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
に
対
す
る
弁
済
）

第
９
５
７
条　

第
９
５
２
条
第
２
項
の
公
告
が

あ
っ
た
後
2
箇
月
以
内
に
相
続
人
の
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
相
続
財

産
の
管
理
人
は
、
遅
滞
な
く
、
す
べ
て
の
相
続

債
権
者
及
び
受
遺
者
に
対
し
、
一
定
の
期
間
内

に
そ
の
請
求
の
申
出
を
す
べ
き
旨
を
公
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
期
間
は
、2
箇
月
を
下
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２　

第
９
２
７
条
第
２
項
か
ら
第
４
項
ま
で
及
び

第
９
２
８
条
か
ら
第
９
３
５
条
ま
で
（
第

９
３
２
条
た
だ
し
書
を
除
く
。）
の
規
定
は
、

前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

相
続
財
産
の
清
算
手
続
に
お
い
て
、
代
執
行
費
用

は
、
他
の
一
般
債
権
者
よ
り
も
優
先
的
に
弁
済
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
民
法
第
９
５
７
条
第
２
項

に
よ
り
準
用
さ
れ
る
第
９
２
９
条
た
だ
し
書
）。

【
民
法
】

（
公
告
期
間
満
了
後
の
弁
済
）

第
９
２
９
条　

第
９
２
７
条
第
1
項
の
期
間
が
満

了
し
た
後
は
、
限
定
承
認
者
は
、
相
続
財
産
を

も
っ
て
、
そ
の
期
間
内
に
同
項
の
申
出
を
し
た

相
続
債
権
者
そ
の
他
知
れ
て
い
る
相
続
債
権
者

に
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
債
権
額
の
割
合
に
応
じ
て

弁
済
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
優

先
権
を
有
す
る
債
権
者
の
権
利
を
害
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

な
お
、
徴
収
手
続
と
は
直
接
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
相
続
人
は
相
続
放
棄
や
限
定
承
認
を
し
た
か
ら

と
い
っ
て
、
相
続
財
産
の
管
理
を
当
然
に
免
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
続
財
産
管
理
人
が
選
定
さ

れ
る
ま
で
相
続
財
産
に
対
す
る
管
理
義
務
が
継
続
し

ま
す
（
民
法
第
９
４
０
条
第
１
項
）。

【
民
法
】

（
相
続
の
放
棄
を
し
た
者
に
よ
る
管
理
）

第
９
４
０
条　

相
続
の
放
棄
を
し
た
者
は
、
そ
の

放
棄
に
よ
っ
て
相
続
人
と
な
っ
た
者
が
相
続
財

産
の
管
理
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
、
自

己
の
財
産
に
お
け
る
の
と
同
一
の
注
意
を
も
っ

て
、
そ
の
財
産
の
管
理
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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第
９
０
２
条　

被
相
続
人
は
、
前
２
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
遺
言
で
、
共
同
相
続
人
の
相
続

分
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
定
め
る
こ
と
を
第
三

者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

被
相
続
人
が
、
共
同
相
続
人
中
の
一
人
若
し

く
は
数
人
の
相
続
分
の
み
を
定
め
、
又
は
こ
れ

を
第
三
者
に
定
め
さ
せ
た
と
き
は
、
他
の
共
同

相
続
人
の
相
続
分
は
、
前
２
条
の
規
定
に
よ
り

定
め
る
。

具
体
的
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
配
偶
者
（
法
律
婚

の
配
偶
者
に
限
る
。
以
下
同
じ
）
が
い
る
場
合
、
当

該
配
偶
者
は
常
に
相
続
人
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
相

続
が
夫
婦
の
財
産
の
清
算
と
い
う
側
面
を
持
つ
か
ら

で
す
。
ま
た
、配
偶
者
と
子
が
相
続
す
る
場
合
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
相
続
分
は
、
各
２
分
の
１
ず
つ
と
な
り

ま
す
（
民
法
第
９
０
０
条
第
１
号
）。
配
偶
者
と
直

系
尊
属
が
共
同
相
続
す
る
場
合
、
法
定
相
続
分
は
配

偶
者
３
分
の
２
、
直
系
尊
属
３
分
の
１
と
な
り
ま
す

（
民
法
第
９
０
０
条
第
２
号
）。
さ
ら
に
、
配
偶
者
と

兄
弟
姉
妹
で
相
続
す
る
場
合
に
は
、
配
偶
者
４
分
の

３
、
兄
弟
姉
妹
４
分
の
１
と
な
り
ま
す
（
民
法
第

９
０
０
条
第
３
号
）。

さ
ら
に
、も
う
少
し
詳
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

被
相
続
人
の
子
は
、
欠
格
（
民
法
第
８
９
１
条
）、

推
定
相
続
人
の
廃
除
（
民
法
第
８
９
２
条
）
に
該
当

す
る
、
あ
る
い
は
、
相
続
の
放
棄
（
民
法
第
９
３
９

（
限
定
承
認
者
に
よ
る
管
理
）

第
９
２
６
条　

限
定
承
認
者
は
、
そ
の
固
有
財
産

に
お
け
る
の
と
同
一
の
注
意
を
も
っ
て
、
相
続

財
産
の
管
理
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

第
６
４
５
条
、
第
６
４
６
条
、
第
６
５
０
条

第
１
項
及
び
第
２
項
並
び
に
第
９
１
８
条
第
２

項
及
び
第
３
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

（
２
）
承
継
の
範
囲

承
継
者
が
一
人
の
場
合
に
は
、
当
該
承
継
者
が
被

相
続
人
の
納
付
義
務
の
全
部
を
承
継
し
ま
す
。
次
に

承
継
者
が
二
人
以
上
の
場
合
に
は
、
民
法
第
９
０
０

条
か
ら
第
９
０
２
条
ま
で
に
定
め
る
法
定
相
続
分
に

応
じ
た
納
付
義
務
を
、
ま
た
、
受
遺
者
が
い
る
場
合

に
は
そ
の
受
遺
分
に
応
じ
た
納
付
義
務
を
、さ
ら
に
、

限
定
承
認
が
あ
る
場
合
に
は
相
続
に
よ
り
得
た
財
産

を
限
度
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
義
務
を
承
継
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
民
法
】

（
法
定
相
続
分
）

第
９
０
０
条　

同
順
位
の
相
続
人
が
数
人
あ
る
と

き
は
、
そ
の
相
続
分
は
、
次
の
各
号
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
１
）
子
及
び
配
偶
者
が
相
続
人
で
あ
る
と
き
は
、

子
の
相
続
分
及
び
配
偶
者
の
相
続
分
は
、
各
２

分
の
１
と
す
る
。

（
２
）
配
偶
者
及
び
直
系
尊
属
が
相
続
人
で
あ
る

と
き
は
、
配
偶
者
の
相
続
分
は
、
３
分
の
２
と

し
、
直
系
尊
属
の
相
続
分
は
、
３
分
の
１
と
す

る
。

（
３
）
配
偶
者
及
び
兄
弟
姉
妹
が
相
続
人
で
あ
る

と
き
は
、配
偶
者
の
相
続
分
は
、４
分
の
３
と
し
、

兄
弟
姉
妹
の
相
続
分
は
、
４
分
の
１
と
す
る
。

（
４
）
子
、
直
系
尊
属
又
は
兄
弟
姉
妹
が
数
人
あ

る
と
き
は
、
各
自
の
相
続
分
は
、
相
等
し
い
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
父
母
の
一
方
の
み
を
同

じ
く
す
る
兄
弟
姉
妹
の
相
続
分
は
、
父
母
の
双

方
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
姉
妹
の
相
続
分
の
２
分

の
１
と
す
る
。

（
代
襲
相
続
人
の
相
続
分
）

第
９
０
１
条　

第
８
８
７
条
第
２
項
又
は
第
３
項

の
規
定
に
よ
り
相
続
人
と
な
る
直
系
卑
属
の
相

続
分
は
、
そ
の
直
系
尊
属
が
受
け
る
べ
き
で

あ
っ
た
も
の
と
同
じ
と
す
る
。
た
だ
し
、
直
系

卑
属
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
そ
の
各
自
の
直
系

尊
属
が
受
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
部
分
に
つ
い

て
、
前
条
の
規
定
に
従
っ
て
そ
の
相
続
分
を
定

め
る
。

２　

前
項
の
規
定
は
、
第
８
８
９
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
兄
弟
姉
妹
の
子
が
相
続
人
と
な
る
場

合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
遺
言
に
よ
る
相
続
分
の
指
定
）
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条
）
な
ど
が
な
い
限
り
、
相
続
人
と
な
り
ま
す
。
子

は
第
一
順
位
の
相
続
人
と
さ
れ
、
子
が
一
人
で
も
い

れ
ば
、
直
系
尊
属
及
び
兄
弟
姉
妹
は
相
続
人
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
子
が
複
数
存
在
す
る
場
合
に
は
、
子
ら

の
法
定
相
続
分
は
均
等
と
な
り
ま
す
（
民
法
第

９
０
０
条
第
４
号
本
文
）。
子
が
被
相
続
人
よ
り
先

に
死
亡
し
、
か
つ
、
被
代
襲
者
に
子
（
＝
代
襲
相
続

人
）
が
い
る
場
合
に
は
、
代
襲
相
続
人
の
法
定
相
続

分
は
被
代
襲
者
の
法
定
相
続
分
と
同
じ
で
す
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
代
襲
相
続
人
が
複
数
存
在
す
る
場

合
に
は
、
法
定
相
続
分
は
均
等
と
な
り
ま
す
（
民
法

第
９
０
１
条
第
１
項
）。

第
一
順
位
の
相
続
人
で
あ
る
子
が
存
在
せ
ず
、
直

系
尊
属
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
直
系
尊
属
が
相
続

人
と
な
り
ま
す
。
直
系
尊
属
が
一
人
で
も
存
在
す
る

場
合
に
は
第
三
順
位
の
兄
弟
姉
妹
は
相
続
人
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
配
偶
者
や
包
括
受
遺
者
が
お
ら
ず
、
直

系
尊
属
の
み
が
相
続
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
直
系
尊

属
が
相
続
財
産
全
て
を
相
続
し
ま
す
。
直
系
尊
属
が

複
数
存
在
す
る
場
合
に
は
、
各
直
系
尊
属
の
法
定
相

続
分
は
、
均
等
と
な
り
ま
す
（
民
法
第
９
０
０
条
第

４
号
本
文
）。

第
一
順
位
の
子
及
び
第
二
順
位
の
直
系
尊
属
が
共

に
存
在
し
な
い
場
合
は
、
兄
弟
姉
妹
が
相
続
人
と
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
配
偶
者
や
包
括
受

遺
者
が
い
な
い
と
き
は
、
兄
弟
姉
妹
が
相
続
財
産
全

て
を
相
続
し
ま
す
。
相
続
人
た
る
兄
弟
姉
妹
が
複
数

い
る
と
き
に
は
、
そ
の
相
続
分
は
均
等
と
な
り
ま
す

（
民
法
第
９
０
０
条
第
４
号
本
文
）。
兄
弟
姉
妹
が
被

相
続
人
よ
り
先
に
死
亡
し
て
お
り
、
兄
弟
姉
妹
の
子

（
＝
代
襲
相
続
人
）
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
当
該

代
襲
相
続
人
の
法
定
相
続
分
は
被
代
襲
者
の
法
定
相

続
分
と
同
じ
と
な
り
ま
す
。
代
襲
相
続
人
が
複
数
存

在
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
相
続
分
は
均
等
と
な
り
ま

す
（
民
法
第
９
０
１
条
第
２
項
）。
た
だ
し
、
被
相

続
人
と
兄
弟
姉
妹
が
父
母
の
双
方
を
同
じ
く
す
る
関

係
の
場
合
と
父
母
の
一
方
の
み
を
同
じ
く
す
る
関
係

の
場
合
と
で
は
、
相
続
分
が
異
な
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
後
者
は
前
者
の
法
定
相
続
分
の
２
分
の
１
と
な

り
ま
す
（
民
法
第
９
０
０
条
第
４
号
た
だ
し
書
）。

と
こ
ろ
で
、
法
定
相
続
人
と
と
も
に
、
包
括
受
遺

者
が
い
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
包
括
遺
贈
を
受
け
る
者
で
あ
る
包
括
受

遺
者
は
、
相
続
人
と
同
一
の
権
利
義
務
を
有
す
る
と

さ
れ
ま
す
が
、
法
定
相
続
分
に
つ
い
て
、
民
法
の
具

体
的
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
相
続
分
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
の
が

現
状
で
す（

（
（

。

こ
の
う
ち
、
代
表
的
な
考
え
方
を
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ま
ず
、
包
括
受
遺
者
が
共
同
相
続
人
と
は

別
の
第
三
者
の
場
合
で
す
。
こ
の
場
合
、
例
え
ば
、

被
相
続
人
が
共
同
相
続
人
で
は
な
い
第
三
者
に
財
産

全
体
の
４
分
の
１
を
遺
贈
す
る
と
し
た
と
き
に
は
、

残
り
４
分
の
３
に
つ
い
て
法
定
相
続
人
が
、
民
法
第

９
０
０
条
及
び
第
９
０
１
条
に
定
め
る
割
合
に
よ
り

相
続
す
る
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。

他
方
、
包
括
受
遺
者
が
共
同
相
続
人
で
も
あ
る
場

合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
被
相
続
人
が
法
定
相
続
人

の
一
人
を
包
括
受
遺
者
と
し
、
財
産
全
体
の
４
分
の

１
を
遺
贈
す
る
と
し
た
場
合
、
包
括
受
遺
者
で
あ
る

法
定
相
続
人
は
、
４
分
の
１
の
み
取
得
し
、
残
り
は

法
定
相
続
分
の
割
合
に
応
じ
て
相
続
す
る
と
い
う
考

え
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
包
括
受
遺
者
で
も

あ
る
法
定
相
続
人
は
、４
分
の
１
を
取
得
し
た
上
で
、

残
り
に
つ
い
て
も
法
定
相
続
分
の
割
合
に
よ
り
相
続

す
る
と
い
っ
た
考
え
も
あ
り
ま
す
。

（
３
）
納
付
責
任

相
続
人
が
二
人
以
上
で
、
相
続
に
よ
っ
て
得
た
財

産
の
価
格
が
、
相
続
に
よ
り
承
継
し
た
納
付
額
を
超

え
て
い
る
者
が
あ
る
場
合
、
そ
の
者
は
、
そ
の
超
え

る
額
を
限
度
と
し
て
他
の
相
続
人
の
承
継
額
に
つ
い

て
納
付
責
任
を
負
担
し
ま
す
（
地
方
税
法
第
９
条
第

３
項
）。

【
地
方
税
法
第
９
条
】

３　

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
相
続
人
の
う
ち
に

相
続
に
よ
つ
て
得
た
財
産
の
価
額
が
同
項
の
規

定
に
よ
り
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
地
方
団

体
の
徴
収
金
の
額
を
こ
え
て
い
る
者
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
相
続
人
は
、
そ
の
こ
え
る
価
額
を
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そ
の
疑
義
は
解
消
さ
れ
た
。

（
７
）
詳
細
に
つ
い
て
は
、
潮
見
佳
男
編
『
新
注
釈
民
法

（
19
）
相
続
（
１
）』（
有
斐
閣
、
２
０
１
９
）
２
３
５

頁
［
本
山
敦
］
参
照
。

（
８
）
黒
坂
昭
一
『
も
う
悩
ま
な
い
！
地
方
税
滞
納
整
理

の
実
務
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
２
０
１
９
）
１
３
１
頁
。

限
度
と
し
て
、
他
の
相
続
人
が
同
項
の
規
定
に

よ
り
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
地
方
団
体
の

徴
収
金
を
納
付
し
、
又
は
納
入
す
る
責
に
任
ず

る
。

次
の
例
で
納
付
責
任
の
範
囲
に
つ
い
て
具
体
例
で

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
納
付
責
任
の
例
】

被
相
続
人
の
滞
納
費
用
：
４
０
０
万
円

相
続
人
：
配
偶
者
Ａ
、
長
女
Ｂ
及
び
次
女
Ｃ

相
続
財
産
：
６
０
０
万
円

法
令
に
定
め
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

実
務
で
は
、「
相
続
に
よ
っ
て
得
た
財
産
の
価
額
が

そ
の
承
継
額
を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
、
地
方
税
法

第
９
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
超
え
る
額
を
限

度
と
し
て
他
の
相
続
人
の
承
継
税
額
に
つ
き
、
納
付

責
任
が
あ
る
」
旨
の
文
言
が
納
付
義
務
承
継
通
知
書

に
記
載
さ
れ
ま
す（

（
（

（
前
記
の
【
納
付
義
務
承
継
通
知

書
の
例
】
を
参
照
）。

注（
３
）「
地
方
税
の
滞
納
処
分
の
例
」
に
よ
り
準
用
さ
れ

る
の
は
、
滞
納
処
分
に
関
す
る
規
定
だ
け
で
は
な
く
、

地
方
税
法
第
９
条
の
よ
う
に
徴
収
一
般
に
共
通
す
る

よ
う
な
基
本
的
事
項
を
定
め
る
規
定
も
含
ま
れ
る
。

（
志
場
喜
徳
郎
＝
荒
井
勇
＝
山
下
元
利
＝
茂
串
俊
共

編
『
国
税
通
則
法
精
解
〔
平
成
31
年
改
訂
〕』（
大
蔵

財
務
協
会
、
２
０
１
９
）
１
１
５
頁
以
下
参
照
）。

（
４
）
相
続
に
よ
っ
て
得
た
財
産
の
限
度
に
お
い
て
の
み

被
相
続
人
の
債
務
及
び
遺
贈
を
弁
済
す
べ
き
こ
と
を

留
保
し
て
、
相
続
の
承
認
を
す
る
こ
と
（
民
法
第

９
２
２
条
）。
相
続
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
限
定
承

認
は
、
共
同
相
続
人
の
全
員
が
共
同
し
て
こ
れ
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
民
法
第
９
２
３
条
）。

（
５
）
照
会
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
杉
之
内
孝
司
『
地

方
税
・
公
課
徴
収
事
務
入
門
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、

２
０
０
６
）
３
３
４
、３
３
５
頁
参
照
。

（
６
）
な
お
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や
雑
草
の
繁
茂
あ
る
い

は
危
険
な
空
き
家
の
存
在
な
ど
に
よ
り
、
相
続
財
産

に
属
す
る
土
地
が
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
与

え
、
土
地
を
適
切
に
管
理
す
る
必
要
性
が
高
い
と

い
っ
た
事
情
に
基
づ
き
自
治
体
が
相
続
財
産
管
理
人

の
選
任
等
を
請
求
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
疑
義
が

あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
、
所
有
者
不
明
土
地
の
利

用
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
30
年

法
律
第
49
号
）
第
38
条
に
よ
り
、
自
治
体
が
相
続
財

産
管
理
人
選
任
の
申
立
て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

配
偶
者
Ａ

長
女
Ｂ

次
女
Ｃ

法
定
相
続
分

２
分
の
１

４
分
の
１

４
分
の
１

相
続
財
産

３
０
０
万
円

１
５
０
万
円

１
５
０
万
円

承
継
額

２
０
０
万
円

１
０
０
万
円

１
０
０
万
円

納
付
責
任

１
０
０
万
円
　

５
０
万
円
　

５
０
万
円


